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          朝 鮮 医 学 協 会 

 

Eメール：medigroup@star-co.net.kp 

ファックス：850 2 381 4410/4416ICC-388 

 

 
朝鮮医学協会は 

全国のすべての医学専門家集団を包括する唯一の最も大きく独自的機能

を遂行する、自発的に国の保健医療発展に寄与する医学専門家の連合とし

て、朝鮮民主主義人民共和国領内のすべての医師、薬剤師、医学部門の研

究士、技師、教員を代表する。 
 

創立 
1970 年 6 月 19 日 

 

使命 

会員の専門家的資質を絶えず向上させ、国の医科学技術を世界的水準に

引き上げて共和国の全人民に豊かな生活を享受させることに寄与をするこ

とである。 
 

任務 

・すべての会員が自由に意見を交換し合うことができる機会を提供して

彼らが自身の科学研究活動と臨床実践で得た経験と教訓を広く、かつ活発

に交流するようにする。 

・国家的に保健医療分野の現実において提起される科学技術上の問題を

集団的に解決しながら医科学技術分野の世界的趨勢を調べ、研究し、時期別

に最新医科学技術の発展振りを国内のすべての保健医療従事者に通報する。 

・国際および外国の医科学・学術団体との科学技術交流を行う。 

・医療従事者の等級査定を学術的に援助する。 
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会員数 

8万名（2017年） 

 

発展歴史 

朝鮮が解放されて 1 年後の 1946 年 4 月、医療従事者の民主主義的大衆

団体として創立された朝鮮医師連盟は朝鮮医学協会の前身である。 

金日成主席の 2 回にわたる直接的な教示（1970 年 2 月 13 日と 6 月 19

日)によって 1970 年 6 月 19 日に創立された朝鮮医学協会は、2017 年に 8

万人を網羅する 75 の専門科別部

門協会をもつ広範な医師の連合

として発展し、その活動は中央

から下部末端に至る整然とした

指導管理システムの下に医科学

研究および臨床など共和国のす

べての医科学技術分野に及んで

いる。 

 

 

組織原則および管理システム 

 

組織原則 

朝鮮医学協会の組織および活動原則は民主主義中央集権制である。 

 

管理システム 

中央委員会（15名） 

保健医療機関委員会（43個） 

専門科別部門委員会（75個） 

道委員会（14個） 

 

朝鮮医学協会の創立が宣布された牡丹峰劇場 
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朝鮮医学協会の組織構成および管理システム 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

活動内容 
医科学技術 

・高麗医学と現代医学の結合（慢性、難治性
疾患） 

・先端技術（治療機器および医療設備） 
・科学と生産の結合（製薬所、生産所、交流所） 

・医療製品の国産化 
 
教育 

・医療サービス活動に必要な人的資源開発養成 
・再教育システム 
・遠隔医学講義および講習 
・学位および研究論文、参考書作成における学術的幇助 

生産所、製薬所で生産される 

効能の高い高麗薬と医療機器 

道部門委員会(50個) 

 

中

央

級 

道級保健医療機関委員会(38個) 

 

 

郡

級 

 

道

級 

総会 

 中央委員会(15名) 

 

保健医療機関委員会(43個) 

 
部門委員会(75個) 

道委員会(14個) 

 

郡委員会(200個) 
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国内外交流 

・国内学術討論会（中央・道級専門別部門委員会、機関委員会） 
・国際学術討論会 
・世界および国際、地域討論会、会議参加 
・共同手術、共同研究、共同技術開発 
・外国の民族医学協会との交流・協力活動 
・海外の朝鮮人医学者および医学協会との交流・協力活動 

朝鮮医学協会が行った国際的規模における共同手術、共同研究、共同技術開発 

 
出版 

・医科学技術通報（4回/年、150～600部） 

・専門科別論文概要集（500～700部） 

・年間医科学活動計画出版（150～250部） 

 

国際的な協力関係  
世界神経外科連盟 

2011 年 2 月 17 日、フランスのリヨンで行われた世界脳神経外科連

盟理事会では朝鮮の加盟問題が全会一致で承認され、9 月 13 日から 17

日までの期間にブラジルで行われた第 14 回世界神経外科学連盟中間会

議の期間に開かれた執行委員会で 85 カ国の代表の全員賛成でわが国が

連盟加盟国として正式加盟した。  
モンゴル医師科学協会 

1991年 11月、モンゴル医師科学協会との協力に関する協定を締結  
タイ医学協会 

1993年 12月、タイ医学協会との相互協力に関する協定を締結  
中国医学協会 

1994年 11月 18日、中国医学協会との相互協力に関する協定を締結 
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国際的な協力活動 

① 1980 年～1990 年の間に 40 余回にわた

って 90 余人の代表団を世界的・地域

的規模の国際医学学術討論会に派遣し

た。 

② 朝鮮医学協会は、神経外科学平壌国際

学術討論会、針灸学平壌国際学術討論

会、老人病学平壌国際学術討論会、伝

統医学平壌国際学術討論会、産婦人科学平壌国際学術討論会をはじめ 10

余回以上の国際医学学術討論会を平壌で催し、20 余カ国から 200 余人

の有名な専門家を招いて科学研究成果を発表しながら優れた成果と経験

を交流した。 

③ 海外に住む朝鮮人医学者と協力して朝鮮の民族医学を世界的水準に発展

させる意図の下に 1999 年から 2019 年まで在米、在日朝鮮人医学者との

平壌医科学討論会を定例的に行った。 

 

 

 

 

 

 

第 20回国内外同胞の平壌医科学討論会  第 21回国内外同胞の平壌医科学討論会 

神経外科学平壌国際学術討論会代表たち 


